
男性の育児休業取得率の推移 

資料：厚生労働省「雇用均等基本調査」（平成２３年度） 

育児休業を利用したい男性は３割（※１）を超えるが、 

男性の育児休業取得の取得率は２.６３％ 
 

（※１）ニッセイ基礎研究所「今後の仕事と家庭の両立支援に関する調
査研究報告書」（平成20年3月）  
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（※２）「日本再生戦略」（平成24年7月閣議決定）  

  
育児休業取得率＝ 

調査前年度１年間（※）の出産者（男性の場合は配偶者が出産した者）の数 

出産者のうち、調査時点までに育児休業を開始した者（開始予定の申出をしている者を含む。）の数 

（※） 平成23年度調査においては、平成21年10月１日から平成22年９月30日までの１年間。  
  注） 平成22年度及び平成23年度の［ ］内の比率は、岩手県、宮城県及び福島県を除く全国の結果。 

※女性の育児休業取得率は２０１１年度（平成２３年度）現在、 
８７．８％ 
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夫の休日の家事・育児時間別にみたこの８年間の第２子以降の出生の状況 

＜注＞ 
 1)集計対象は、①または②に該当し、かつ③に該当する同居夫婦である。ただし、妻の「出生前データ」が得られていない夫婦は除く。 
   ①第１回調査から第９回調査まで双方から回答を得られている夫婦 
   ②第１回調査時に独身で第７回調査までの間に結婚し、結婚後第９回調査まで双方から回答を得られている夫婦 
   ③出生前調査時に子ども１人以上ありの夫婦 
 2)家事・育児時間は、「出生あり」は出生前調査時の、「出生なし」は第８回調査時の状況である。  
 3)８年間で２人以上出生ありの場合は、末子について計上している。 
 4)総数には、家事・育児時間不詳を含む。 

出生あり 出生なし 

夫の家事・育児時間が長いほど、 
第２子以降の出生割合が高い 

資料：厚生労働省「第９回２１世紀成年者縦断調査」（2012年） 



子どもがいる夫婦の夫の平日の家事・育児時間別にみた妻の就業継続の有無 

＜注＞ 
   1)集計対象は、①または②に該当し、かつ③に該当するこの８年間に子どもが生まれた同居夫婦である。 
   ①第１回から第９回まで双方が回答した夫婦 
   ②第１回に独身で第８回までの間に結婚し、結婚後第９回まで双方が回答した夫婦 
   ③妻が出産前に仕事ありで、かつ、「女性票」の対象者である 
  2)８年間で２人以上出生ありの場合は、末子について計上している。 

資料：厚生労働省「第９回２１世紀成年者縦断調査」（2012年） 

夫の家事・育児時間が長いほど、 
出産後の妻の就業継続割合が高い 
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1,660件 現在20人選定 

433件 

508件 

※登録数については平成
25年1月25日現在の数字 

イクメンプロジェクトコンテンツ（公式サイトより抜粋） 

思い切って 会社 男子
第一号の育児休暇を 取
りました 

イクメン宣言の例 

ママアンケートも掲載 
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